
 

科目名 海外語学研修Ｉ 科目分類 

■専門科目群 □総合科目群 

 総合政策学部 □必修 ■選択 

    学部 □必修 □選択 

英文表記 
A short term language study 

abroad program I 

開講年次 □１年 ■２年 □３年 □４年 

開講期間 ■前期 □後期 □通年 □集中 

ふりがな みうら かおる 実務家教員担当科目  修得単位 ２単位 

担当者名 三浦 薫 実施方法 
■対面のみ  □遠隔のみ 

□対面・遠隔併用 

授業のテーマ 
長期留学とは違う短期の海外体験により、自分を変える。短期だからこそモチベーションをキープし続け

ることが可能で、語学力と人間力を付ける。 

到達目標 
海外語学研修Ｉは夏休みに語学研修プログラムに参加することで語学能力向上を図ることにとどまらず、

五感で海外を感じ、海外の人と文化に直に触れ、人間的な成長を目指すものです。 

授業概要 
15回全部が留学先の決定から手続き、および留学先の研究を含めて、留学準備となる。 

履修期間に留学先の言語および英語の学習、資格取得などに挑戦することが望ましい。 

授業計画 

第１回 海外語学研修について その目的と意義 

第2回 語学研修参加経験者による発表① 

第３回 語学研修参加経験者による発表② 

第４回 語学研修参加経験者による発表③ 

第５回 目標設定と情報・資料集め① 

第６回 目標設定と情報・資料集め② 

第７回 研修先の選択 留学手続き開始 

第８回 研修先の国、地域調べと発表① 

第９回 研修先の国、地域調べと発表② 

第10回 自己紹介 ① 

第11回 自己紹介、日本、秋田② 

第12回 手続き完了報告と発表 

第13回 帰国後の留学プレゼンの準備① 

第14回 帰国後の留学プレゼンの準備② 

第15回 手続きの最終確認 

第16回 定期試験 

授業時間外の 

学習 

習得目標の語学の日常的学習、現在持っているよりさらに上の級の資格取得に向ける学習を行い、且つそ

の資格を取得すること 

履修条件 

受講のルール 

受講期間中（夏季休暇中）に海外研修に行くこと、留学希望の国が英語圏、非英語圏にかかわらず、英検

準2級資格取得済みあるいは取得予定であることが望ましい。 

テキスト 配布します 

参考文献・資料 適宜配布します 

成績評価の方法 

定期試験（発表を含む）４０％ 研修中のレポート４０％ 受講中の資格所得２０％ 

「出席回数が規定に満たなかった場合及び授業料その他納入金等の全額を納めていない場合は試験を受

けることができません。」 

オフィスアワー 水曜 14時40分から16時10分まで 木曜日16時10分から17時30分 

成績評価基準 
 秀(100～90点)、優(89～80点)、良(79～70点)、可(69～60点)、不可(59点以下) 

     



実務経験及び実

務を活かした授

業内容 

 

 

 

学生への 

メッセージ 

 

ほんの３，４週間の海外経験であっても、この経験があなたの将来を大きく変えます。 

 

 


